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〈組織的な学校運営の体制〉 【努力指標】

Ａ：１６回以上

Ｂ：１４回以上

Ｃ：１２回以上

Ｄ：１２回未満

〈職員の研修・研鑽〉 【成果指標】

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈安心して学べる教育環境〉 【成果指標】

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：５０％以上

Ｄ：５０％未満

〈生徒の主体的な学びの追求〉 【成果指標】

Ａ：１００％

Ｂ：９０％以上

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満

〈家庭学習の習慣化〉 【成果指標】

Ａ：１００％

Ｂ：９０％以上

Ｃ：８０％以上

Ｄ：８０％未満

〈学力向上プランの推進〉 【成果指標】

Ａ：４項目

Ｂ：３項目

Ｃ：２項目

Ｄ：１項目以下

Ｄ

・自ら学ぼうとする生徒の割
合74％（目標80％），自分の
思いや考えを相手に伝えられ
るようになったは割合79％
（80％)，授業で学習したこと
を生活に結びつけることがで
きる割合は50％（60％)，平日
の家庭学習時間が１時間以上
の割合51％（61％）。

B

Ａ

Ａ

Ａ

・学校研究の総括的評価の職
員の回答は９２％が学習内容
に応じ，学び合いの授業づく
りができた。また，６７％が
生徒主体の授業の仕掛けづく
りに適時配慮して実践してい
る。主体的な生徒会活動に取
り組めたのは９２％，学校行
事で生徒が主体的に取り組み
充実感があると答えたのは８
５％となった。

・２学期は、予定していた不
審者侵入に対する訓練を変更
して、地震を想定した避難訓
練を行った。落下物などの障
害を設けて、避難経路を限定
させる工夫も行っている。生
徒の緊張感がやや欠ける場面
もあったが、新しい試みであ
り教員にとってもよい訓練と
なった。７月と12月のアン
ケートで、同項目での比較で
は、教職員アンケートでは
95％に微減している。また、
生徒および保護者へのアン
ケートでは、７月と12月の数
値にほとんど変化は無い。

総合的な学校安全計画が教職員
に周知されるとともに，定期的
な危機管理訓練等を行うことを
通じて，災害・事故等の発生時
に備えた対処・連絡体制をとる
ことができる。

一人一回の研究
授業を設定し，
校内研修会の活
性化を図り，教
職員の参画意識
の向上を図る。

各教科で出される宿題の実態を
踏まえ，消化可能な課題を学年
ごとに継続的に与える。自主学
習の意義を説き，上手にまとめ
られた生徒のノートを提示し，
生徒の学習意欲向上と習慣化を
図る。

・12月１ヶ月分の全校生徒の
自主学習ノート提出率を調査
した結果、91％の生徒が提出
していた。学級によっては
ページ数も記録しているとこ
ろもある。

Ｂ

・12月のアンケート結果で
も、教職員の授業づくりに対
する意欲は高く、対応する３
項目はいずれも７月と同様に
90％以上であり、積極的に取
り組んでいると考えられる。

毎日家庭で自主学習
ノートに取り組む生徒
の割合が
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自　己　評　価

生徒及び教職員
の危機管理訓練
が定期的かつ計
画的に行われ，
適切な対処・連
絡体制がとれ
る。

危機管理訓練が定期的
に行われ，適切な対応
がとれたと感じている
教職員が

運営委員会と研究推進
委員会の開催回数の合
計が

運営委員会及び
研究推進委員会
の開催を中心
に，適切な方向
性を示しながら
学校運営が進め
られる。

運営委員会をはじめ校内各分掌
の会合が適切に持たれ，建設的
な話し合いのもと組織的・機能
的に学校運営がなされる。

一人一回の研究授業の
実施と校内研修会の有
効性を評価している教
職員の割合が

講師を招聘し，一人一研究授業
を実施し，校内研修会をする。
ワークショップ型の研修会でお
互いの実践の成果を共有化し，
校内研究を充実させる。

・年間の運営委員会と研究推
進委員会の開催回数は合計14
回であった。研究発表会へ向
けて全職員が組織的に取り組
めた。一方，学校行事開催に
ついて，事前に運営委員会で
検討を深めることができな
かった。教職員アンケート
で，組織的・機能的と感じた
割合は89％。

確かな学力の定着，学級経営の
充実，家庭での学習習慣の定着
などが図られるようにし，目指
す生徒像への達成を目指す。

生徒の主体的な学びのある授業
づくりを追求するために，言語
活動の充実を踏まえた思考力・
判断力・表現力を育成する場を
設定した授業改善案を策定し，
学び合いのある授業づくりに取
り組んでいる。

生徒の主体的な
学びの追求のた
めに言語活動を
取り入れた授業
計画と学び合い
のある授業構成
を考えた授業づ
くりに取り組め
た。

数値目標を示した４項
目のうち達成できた数
が

目指す授業づくりへの
授業改善や指導力向上
への取り組みを進めて
いる教職員の割合が

毎日家庭学習に
取り組むことが
でき，宿題や自
主勉強ノートの
提出がしっかり
できる。
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・会の回数が組織的な学校運営の一つの
よりどころとなるというのは理解する
が，やはり効率的な会議を追求すること
が大切である。近隣の学校の状況もつか
みながら客観的な評価が必要なのではな
いか。
・生徒指導部会等の定期開催で具体的に
どんな成果，効果が表れてきているのか
教えていただきたい。
・勧進帳公演にあたり特定の子に負担が
かからないようお願いします。
・本校が開催した教育研究発表は大きな
成果があったと思います。多忙な中、運
営委員会や職員研修は大変であると思い
ますが、特定の職員に業務が集中するこ
となく互いの助け合いの中、今後も適正
な学校運営をお願いします。
・研究授業などを行い，授業づくりを工
夫されているようで，子どもたちの学び
にプラスになるよう今後も続けていって
ほしいと思う。
・計画性を持って取り組んでいる状況が
見られ，これからも活気のある学校づく
りをお願いしたい。
・本年度は研究発表会に向けて全職員が
組織的に取り組んでおられ素晴らしい。
・下校時のマナーが良くないとの声がま
だ聞こえてくる。特にＡコープ方面に向
かう時に、列になって歩いているようで
ある
・登下校時のマナー、安全確保を年間を
通して指導していただきたい。

・毎朝の打ち合わせは継続していく。
・運営委員会は年間の要所要所での開催
を事前に設定しておき，月行事予定に入
れるようにする。
・今年度，スクールカウンセラーの来校
に合わせ毎週火曜日に生徒指導部会を定
期的に開催するようにした。学年の枠を
越えて情報の共有ができ，生徒全体を見
ることができた。次年度も定例開催を継
続していく。
・次年度，勧進帳公演を控えているの
で，その対応も合わせて行っていく。
・学校研究テーマは今年度の成果を踏襲
し，次年度も継続して研究実践していく
方向である。授業づくりを中心に特別活
動でもこれまでの積み重ねを生かし，学
校の活性化へとつなげたい。
・行事日程が多く、危機管理訓練を３回
行うことは困難であるが、火災、不審者
侵入、地震の３つをそれぞれ適切な時期
を検討して実施したい。その際、いずれ
も早期に計画を立て、教員に対する事前
講習の実施を行えるようにしたい。
・自転車走行時の歩行者との接触や併走
している等の通報があった。いずれも大
事には至ってないが、実情に応じた対応
を随時行うことが必要である。また、入
学時にのみ行っている交通安全指導（集
会）を全学年対象に１学期の早期に行い
たい。

・研究発表は終わったが、研究の主軸で
ある「生徒の主体的な学びの追求」は今
後も継続する。今年度までの研究成果を
元に、来年度以降も「学び合い」を活か
した授業改善プランを策定し実践を進め
る。
・生徒アンケートの対応する２項目は、
７月と12月で数値はほとんど変化してい
ない。「わかりやすくて楽しい」と感じ
る生徒は教科平均74％と高い数値ではあ
るが、教科にばらつきがあり、各教員は
結果に応じた対策を考え実践していかな
ければならない。
・自主学習ノートは家庭学習の習慣化に
大きく貢献していると考えられるので、
自主学習ノートは全学年通して継続して
いくのがよい。家庭で最低１時間は復習
できると学習の定着度が上がると考えら
れる。現状では１時間以上の学習を行っ
ている生徒が51％と半数しかいないの
で、自主学習ノートの取り組み指導を
しっかり行う。
・「自ら学ぼうとする」「授業で学習し
たことを生活に結びつけることができ
る」が3～5ポイント減少した。指導は学
級ごとや教科ごとに行っていたので、担
当ごとに取り組み姿勢が異なっていた。
全校的に統一目標を設定したり、具体例
を元にした各教科の取り組み例を提示し
たりして、推進体制を整えて指導してい
きたい。

・「授業はわかりやすく楽しい」と感じ
られるのが一番だと思うので，日々授業
内容の工夫や研究を重ねていってほしい
と思う。
・保護者アンケートでは「子供はわかり
やすい授業が多いと言っている。」で５
０％を切っている。生徒の回答との差が
あり信頼性がないのなら，保護者アン
ケートから外して良いのでは。
・家庭での学習時間が１時間程度では物
足りない気がする。短時間でも効果的な
「家庭学習のコツ」について、きめ細や
かな指導をお願いします。
・平日の学習時間の少なさが，この項生
徒全体の学力を下げている様に思える。
学習の習慣を身に付けられるよう更に指
導していただきたい。
・自主勉の取り組みも定着しているよう
で嬉しく思う。
・家庭学習に対する取り組みについて，
親に対する働きかけを検討してはどう
か。
・自主学習ノート等の取り組みは，小学
校でも高学年を中心に取り組みを行って
いる。今年度の取り組み状況については
まだふり返りを行ってはいないが，中学
校と連携しながら進めていきたいと考え
ている。
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〈質の高い集団づくり〉 【満足度指標】

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈道徳教育の実践〉 【成果指標】

Ａ：７０％以上

Ｂ：６０％以上

Ｃ：５０％以上

Ｄ：５０％未満

〈主体的な生徒会活動の推進〉 【満足度指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：５０％未満

〈信頼関係の構築〉 【努力指標】

Ａ：９０％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７０％以上

Ｄ：７０％未満

〈健全な心身の成長〉 【成果指標】 疾病の治療率が
Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈体力アッププランの実践〉 【満足度指標】

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈家庭との連携〉 【満足度指標】

Ａ：８５％以上

Ｂ：８０％以上

Ｃ：７５％以上

Ｄ：７５％未満

〈地域人材等教育資源の活用〉 【満足度指標】

Ａ：８０％以上

Ｂ：７０％以上

Ｃ：６０％以上

Ｄ：６０％未満

〈情報公開〉 【努力指標】

Ａ：１ヶ月に２回
　　以上

Ｂ：２ヶ月に３回
　　以上

Ｃ：１ヶ月に１回
　　以上

Ｄ：１ヶ月に１回
　　未満

Ａ

D

Ａ

Ｂ

・生徒アンケートでは意欲的
に活動できて楽しい87％、真
剣に取り組んでいる93％とそ
れぞれ７月のデーターよりも
向上している。

・１月１１日現在の疾病の治
療率は86.4％（むし歯治療率
は80.6％，視力の精密検査受
診率は90.7％）であった。

・月予定等の定期的な更新、
校長便りや教頭徒然草の不定
期な掲載や学校評価の結果の
掲載などを行い、達成できて
いる。また、７月、12月のア
ンケートの情報公開に関する
項目「学年便りやホームペー
ジなどで行事や生徒のようす
をよく知らせている」では、
教職員の評価は100％、95％。
保護者の評価は84％、81％で
あり、微減であるが高い評価
となっている。

・教職員アンケートで，自分
の関連する領域の中で，地域
人材や教育資源の活用を意識
している教職員は74％であっ
た。教科では，3年家庭科で舟
見ヶ丘保幼園での保育実習・1
年社会科で河田山古墳資料館
から資料をいただくなど地域
の教育資源の活用を図った。

・保護者アンケートで，教育
方針の理解81％，適切に相談
69％,問題にきちんと対応
67％。平均は72％であった。

Ｂ

・先生方はいじめや問題行動
を見逃さずに対応してくれて
いると答えた生徒は４４％。
生徒の間違った行動はあやふ
やにせず，保護者と連絡を取
りながらきちんと指導してい
ると答えた職員は９４％。先
生方はいじめや生徒指導上の
問題に対してきちんと対応し
ていると答えた保護者は６
７％。生徒・職員・保護者の
の捉えの差をどう見るかが課
題である。悩みや心配事を相
談できる人がいると答えた生
徒は６８％となった。さらに
相談しやすい環境を工夫して
いく必要がある。

Ｂ

Ａ

・１学期を終えた段階での評
価に比べて、２学期を終えた
段階での評価の方が高くなっ
ている。生徒の平均値として
は、７３％ということで、積
極的に参加できている生徒が
増えていたという結果であっ
た。２学期は特に、研究発表
に向けての活動や、運動会や
文化祭など、生徒会が関わる
大きな行事が多かったことが
考えられる。

Ａ

Ｂ

・生徒アンケートでは，学校
行事や学年行事の中で，自分
の役割を充分果たすことがで
き，充実感を感じることがで
きた生徒の割合は80％であっ
た。（1年84%･2年77%･3年
81%）保護者ｱﾝｹｰﾄでも，87%の
保護者が我が子は行事に意欲
的に取り組んでいると考えて
いた。（1年91%･2年81%･3年
89%）

教師アンケートでは、道徳の
時間を充実させるために資料
選択や分析を行い、指導の工
夫を通して道徳的心情の向上
に努めたという教師の割合が
93％と高まっている。しかし
一方で、生徒アンケートの結
果では、人間関係作りや生き
方などについて考えるように
なったと答える生徒の割合
が、61％と低い。

教職員は子ども
についての相談
に親身に応じ，
学校全体として
保護者や地域の
願いに応えよう
と努力してい
る。

生徒が自分の健
康に関心を持
ち，疾病の予防
や治療に努めよ
うとする。

面談や家庭訪問，日頃
の声かけなどを通して
生徒理解に努め，生徒
と良好な関係が築けて
いると感じている教職
員の割合が

個々に応じた目
標を持って意欲
的に参加し，技
能向上を目指
す。

意欲的に参加し，楽し
いと感じる生徒の割合
が

委員会活動に積極的に
取り組めたと感じる生
徒の割合が

計画的に実践を
重ね，積極的な
授業研究に努め
ることで，生徒
の道徳的心情の
高まりを促す

集団の一員としての自
覚を持ち，質の高い集
団づくりのために責任
を果たすことができた
と感じる生徒の割合が
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学年に応じた自
覚と責任を持
ち，集団の一員
としての行動が
とれる生徒。

人間関係作りや生き方
等について深く考える
ようになった生徒の割
合が

学級を基盤に，それぞれが自己
有用感を持ち，互いに学び合
い，認め合い，高め合う質の高
い集団づくりに取り組む。

役員会・各専門委員会がそれぞ
れ生徒会の目標に取り組み，一
大事業を考案し，主体的に責任
を持って行動したり，協力して
事業をやり遂げたりできるよう
にする。

教育力の高い地域の特性を生か
し，教育活動の中に地域の人材
や教育資源の活用を図ってい
く。

信頼感に基づく保護者との良好
な関係を基盤に，学校・保護
者・地域の連携をさらに深めて
いく。

Q-Uテスト分析，「我が子の良
いところ」，ふれあい週間等の
面談の活用，特別に支援が必要
な生徒への配慮など，積極的な
生徒理解と支援に努める。

新体力テストの結果を各自が踏
まえ，課題の克服に向けて努力
する。授業最初のランニングや
トレーニングを積極的に取り入
れ，基礎体力の向上を図る。

保健行事や授業等を通して，生
徒が自分の健康問題に気づき，
心身の健康に対する自己管理能
力を向上できるように努める。

④
健
や
か
な
体
の
育
成

地域の人材や教育資源
を活用した教職員の割
合が

関連した保護者アン
ケートの結果が総合し
て

委員会に所属す
るすべての生徒
が委員会活動に
積極的に取り組
むことができ
る。

道徳の時間の内容を工夫・充実
させ，学校の教育活動全体を通
じて，道徳的な心情・判断力・
実践力を高めていく

⑤
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

・文化祭は，一人一役を基本にしている
ので，生徒の充実感が高かったようであ
る。また，教師がすぐに手や口を出すの
ではなく，生徒が主体的に動く仕掛けを
作ったり，待つ姿勢を大切にした結果が
数値の向上につながっている。次年度
も，時間と手間がかかる面はあるが，主
体的に行事等に取り組む生徒を育てるこ
とで，質の高い集団づくりにつなげてい
きたい。
教師アンケートと生徒アンケートの結果
に差があることが気になる。教師側は毎
週の道徳の時間を資料選択や分析を行
い、授業実践を重ね生徒の道徳的心情の
向上に努めているととらえている一方
で、生徒は自分自身の生き方や人間関係
作りにあまり実感としてとらえられてい
ない。道徳や学活だけでなく、教科や行
事など様々な教育活動と関連させた活動
を意識する必要がある。
・役員会や各専門委員会で、生徒は「一
大事業」を考えながら主体的にアイディ
アを出したり運営したりしている。その
気持ちをもって、具体的に行事などを経
験し、多くの充実感や達成感を味わうこ
とができている。さらに生徒たちが主体
的に自分たちの行事を立案し成功させる
という意識を高く持ち行動できるようで
きるよう指導を工夫していく。
・個々の生徒とのつながりを大切にした
学級づくりを，今後も継続した取り組み
で実践していきたい。また、学校行事な
どを通しては、生徒達は協力し合った
り、達成感を味わったりして人間関係を
深め、成長していく。このような体験を
大切にした取り組みの中で信頼関係の構
築を目指していきたい。

・むし歯予防に関しては，今後も学校歯
科医や歯科衛生士の協力を得て，働きか
けを大切にしていきたい。
・治療に関しては，生徒，保護者の両方
に地道に働きかけていきたい。また，仮
入学の機会を利用し，新入生には入学前
の検査や治療を勧めたい。
・文化部および無所属の生徒の割合が高
くなり（２８％）、日頃運動に携わらな
い生徒が増えてきた。本校の体育授業は
規律が守られ、生徒は意欲的に参加して
いる。そのため、運動量も確保でき一定
の達成感を味わうことが出来たといえ
る。どの生徒も意欲的に参加する授業を
当然の姿として徹底していきたい。
・授業の始めに必ず柔軟運動と補強ト
レーニングを行い、課題の克服に努めて
きた。生徒の中にもその必要性が浸透し
てきており、習慣的な取組として定着さ
せたい。

・２学期は生徒が中心となる行事が，運
動会，文化祭と続きいろいろな場面で責
任ある仕事を与えられて充実感が味わえ
たのではないかと思う。子２人の行事に
参加させていただいたが，楽しく一日を
過ごすことができた。生徒たちも気軽に
あいさつしてくれ，雰囲気のいい校内で
した。
・充実した道徳教育の実践が行われてい
る。また主体的に生徒会活動が推進され
ている。小学校でも人権教育の推進から
道徳教育の充実に取り組み，自己肯定感
やよりよい人間関係を育む取り組みをし
てきたが，なかなか児童の心の中には定
着はしないという課題も出てきている。
が９年間を通して指導を積み重ねなが
ら，人間関係づくりや生き方などについ
て考える生徒も増えてくると思う。
・各委員会では、仲間の協力と連帯感、
事業に対する達成感が実感できるよう、
今後も生徒会、教師で評価し合う体制が
必要と思います。良い成果は、大いに讃
えることで、やる気と達成感が生まれる
と思います。
・保護者の評価は全体的に前回結果より
下がっているが，生徒の達成度は上がっ
ている。今後，生徒が学校行事や諸活動
へさらに意欲的に取り組むことを期待し
たい。
・家庭と教師が生徒個人の変化に対して
直視する機会を持って欲しい。２学期の
生徒アンケートで、「先生方はいじめや
問題行動を見逃さずに対応」の数値が低
く特に１年生が低いのが気がかりであ
る。何か見落としたものがないか、今一
度、担任以外の目で再確認して頂きた
い。
・２年生は４０人学級だが，少人数でき
め細かな対応ができるに越したことはな
いが特にマイナス面は感じられない。人
間関係で行き詰まったとき人数が多いの
で救われたということもある。
・先生のアンケートで「生徒はよく挨拶
ができる。」の数値が夏より下がりまし
たが、挨拶が減る原因は？どう理解され
ていますか？勿論、家庭でも地域の方や
先生に挨拶するよう注意していきます。

ホームページ更新頻度
が学校理解のため，積極的な情報

公開に努め，信頼される学校作
りを目指す。

ホームページを
毎月更新し，学
校評価に関わる
情報を積極的に
掲載する。

・これからも治療率の確認をする体制を
とり、担任、家庭、部活顧問等と連携し
ながら、迅速な対応に努めて欲しいで
す。
・疾病の治療率は夏休み利用や保護者へ
の働きかけが成果につながっている。ま
た，生徒自身の健康への心がけにもつな
がっている。
・運動会ではみんな元気に参加していて
とても楽しめた。
・プールの授業の回数が今年度は少な
かったように思われる。６，７回は確保
してほしい。

・教職員と保護者での評価の差を縮める
ためにも，良い関係づくり適切な対応な
ど必要になる。
・こまめに便りを頂いているので学校が
よくわかる。緊急メール配信での連絡は
とてもよかった。担任の先生も細かく子
どもたちを見守ってくれていると思う。
・なんかいつもと違う，ちょっとした事
が大きな問題に成る事が多い年頃，家庭
では勿論の事、学校でも「おかしい」と
感じたら迅速に対応してください。
・人材等の活用では地域の方々と学校双
方がメリットのある形で行うことが大切
であるとある。双方のメリットになるよ
う学校側としても十分に考えていってい
ただきたい。
・２年続けてスキー教室の講師として参
加したが、年々保護者の参加が少なく
なっているように思います。改善するの
か或いは地域の講師にお願いする形で継
続が良いのかをご検討下さい。
・ＨＰでは校長先生のページの更新が適
切に行われていた。更に、保護者や地域
の方にも見てもらえるＨＰづくりに工夫
して頂きたいです。
・今年度実施の緊急配信メールは、適切
に運用されていました。
・ＨＰの更新回数が月２回以上は適正な
回数として判断されているのか。

・学校の経営方針・評価計画等を４月当
初に示すとともにホームページに掲載さ
れていることを周知していく。
・生徒理解，問題発生時の対応や保護者
からの相談について校内研修会の機会を
設け，教職員全体としてさらに研鑽を深
め，生徒や保護者の内面を十分に慮った
対応がとれるようにしていく。
・地域の教育資源や人材を教育活動で活
用していく際，地域の方々と学校の双方
がメリットのある形で行うことが大切で
ある。
・８月時の課題と方策で掲げた「ＨＰを
もっと閲覧してもらう工夫」が現在まだ
できていない。保護者へのＨＰの利用の
呼びかけと共に、学校からのお知らせ等
の配布物をＰＤＦで掲載し、閲覧できる
ように加工したい。

授業や教材開発
に，地域の有用
な人材や教育資
源の積極的な活
用を進める。

年２回のQ-U実施
と分析や面談，
校内研修会での
情報交換を通じ
て生徒との関係
づくりや支援に
努める。


